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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、集団の心理的創発特性を可視化し、それを活かして効率的なチーム育成プ
ログラムの開発に向けた具体的な検討を積み重ねることである。具体的には、メンバー間で交わされるコミュニケーシ
ョン行動を逐一記録する最先端測定システムを活用して、チーム・コミュニケーションの様相を可視化して、チームの
心理学的全体特性との関連性を検討した。また、企業の高パフォーマンス・チームに備わるチームプロセス特性を明ら
かにした。この他、実験室実験による共有メンタルモデルの構築促進要因や、チームの記憶共有システムがチームプロ
セスに及ぼす影響、さらにはチーム規範や組織の安全文化の可視化について実証的検討を行った。

研究成果の概要（英文）：The main purposes of this study were to visualize psychological emergent propertie
s of a group as the whole and to accumulate examinations and findings to exploit the effective team develo
pment programs. We conducted visualization of states of team communication by using of "Business Microscop
e" system that enabled to monitor communication behaviors among team members. Then we examined the relatio
nships between the attributes of visualized team communication and the traits of psychological emergent pr
operties of a team. We also examined the specific qualities of team processes which high performance teams
 carry in business organizations. Constructive discussion was carried out on the basis of findings of thes
e studies and some other ones like as the examination of fostering shared mental model among team members,
 influences of transactive memory system on team processes, and visualization of team norms and organizati
onal security culture.
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１．研究開始当初の背景 
 健全なチームの育成や効率的なチーム・マ
ネジメントのあり方に関する実証科学的研
究の潮流の中で、メンバーどうしの相互作用
によって生み出される集団規範やチームワ
ーク、あるいはチーム・コンピテンシーやチ
ーム・メンタルモデル等の「集団全体の心理
的創発特性」を的確に把握しながら働きかけ
ていくことが、極めて重要な課題として認識
されている。 
しかしながら、集団の心理的創発特性は、

力動性に富んでいるうえに、主観的・感覚的
に把握することはできても、目には見えにく
いことが多く、客観的に明瞭に把握すること
は容易ではない。 
本研究では、従来の組織行動学からの研究

アプローチに、社会心理学的視点からの検討
を加え、さらに情報工学の最先端技術を活用
したチーム・コミュニケーションの測定シス
テム（「ビジネス顕微鏡」日立製作所）およ
び観察工学の技法に社会心理学的な測定技
法を融合させて、集団の心理的創発特性を的
確に測定し、結果を可視化して提示する手法
の開発によって、上述した研究課題を克服し
うると考えた。また、この取り組みは、学際
的なコラボレーションによって社会心理学
の新たな方法論を開拓する取り組みとして
も、学術的意義が高く認められ、多分野交流
による新たな研究アプローチを実践する研
究として期待された。 
 
２．研究の目的 
本研究は、集団の心理的創発特性を可視化

する測定技法を開発し、それを活かした的確
なチーム・マネジメント方略を検討して、効
率的なチーム育成プログラムの構築に向け
て具体的な検討を積み重ねることを目的と
するものである。 
具体的には、チームメンバー間で交わされ

るコミュニケーション行動を逐一記録する
「ビジネス顕微鏡」と称されるシステムを活
用した可視化技法の開発に取り組んだ。また、
チーム育成の過程で重要な課題となるチー

ム･コミュニケーションの成熟プロセスモデ
ル（図１）の妥当性について実証的検討を行
う。さらに、実証的検討の結果を基盤にして、
健全で生産的なチーク育成のためのマネジ
メント方略を検討し、具体的なチーム育成プ
ログラムの構築を目指した。 
 
３．研究の方法 
本研究では大きく3つの方法論的アプロー

チをとった。 
(1) チームメンバー間で交わされるコミュニ

ケーション行動を逐一記録する「ビジネ
ス顕微鏡」システムを活用して、企業に
おける職務遂行チームを対象に、チーム･
コミュニケーション行動を詳細にかつ長
期間にわたり測定･記録して、そのデータ
を多様な解析方法を用いて分析し、可視
化するアプローチ 

(2) 企業や総合病院等の職務遂行の現場に於
いて、行動観察やインタビューを行い、
その分析結果に基づいて、質問紙を構成
し、調査研究を行い、その結果を多変量
解析等によって解析するアプローチ 

(3) チ ー ム メ ン バ ー 間 の 情 報 共 有
(transactive memory)やメンタルモデル
共有が実現されるプロセスで重要な機能
を果たしている変数を明確に同定するた
めの実験室実験によるアプローチ。 

 
４．研究成果 
実施した実証的研究のそれぞれ個別的な具

体的成果は以下のように整理できる。いずれ
の研究もその成果は、国内・国際学会で発表
し、論文にまとめ学会誌に投稿した。 
(1)組織メンバー間のコミュニケーション行
動の可視化とチームの心理学的全体特性との
関連性 組織メンバー間のコミュニケーショ
ン行動について、ビジネス顕微鏡システムを
使用して定量的に詳細に測定し、その様相を
可視化するとともに、独自に開発したチーム
ワーク測定尺度ならびに職務満足感や組織コ
ミットメント、チーム・アイデンティティの
測定も併せて行い、それらの変数間の関係性
を分析した。その結果、メンバー間のコミュ
ニケーション行動の交換頻度が高く（活発で）、
より多様なメンバーとのコミュニケーション
が行われていたフラットなコミュニケーショ
ン構造のチームの方が、メンバーによる自チ
ームのチームワーク評価や職務満足感やコミ
ットメントは低いことが明らかになった。 
 この結果は、一般的に暗黙のうちに支持さ
れているコミュニケーションの活発なチーム
ほどより優れたチームワークを発揮するとい
う関係性とは反対の研究知見である。こうし
た結果が出た理由として、チームの発達段階
に応じたメンバー間のコミュニケーション行
動の変化の様相を視野に入れた検討の必要性
が示唆された。すなわち、優れたチームは、
チーム活動の初期段階におけるメンバー間の
コミュニケーション行動は活発であるが、そ
れによって情報の共有やメンタルモデルの共
有が進み、その結果、互いの意図や思考・行
動を正しく推測して自己の判断や行動を選択
できるようになるため、客観的に観察される
コミュニケーション行動は少なくてもよくな
るのではないか。逆に、効果的なチーム活動

チーム・コミュニケーション＝多 

チーム・コミュニケーション＝少 

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
＝
脆
弱 

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
＝
充
実 

活性位相 

流動位相 

安定位相 

円熟位相 

変革位相 

問題解決
位相 

初期位相 

停滞位相 

図１ 仮説のモデル図 
チーム・コミュニケーションの多さと
チームワークの充実度は直線的関係で
はなく、チームの発達過程および直面
する課題の性質に応じて 4 つの位相間
を移動する関係にあるだろう 
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が実践できないチームでは、一定期間を過ぎ
ても、互いの意思確認、行動確認のために、
メンバー間のコミュニケーションが必要であ
るため、観察されるコミュニケーション行動
も減少しないまま推移すると考えられる。こ
の示唆をモデル化したものが先に示した図１
である。 
 このモデルの妥当性を検証すべく、本研究
では第二段階の取り組みとして、11ヶ月間に
渉って共通の職務プロジェクトに取り組む17
のチームを対象に、ビジネス顕微鏡システム
を使用して、メンバー間のコミュニケーショ
ン行動を測定し、各チームのパフォーマンス
および組織上位管理者からの評価のそれぞれ
の優劣との関係を分析した。その結果、メン
バー間のコミュニケーション行動は、チーム
活動初期段階から中期段階に増加し、それ以
降、次第に減少する推移を見せるチームのパ
フォーマンスと管理者評価が高かった。また、
一定のメンバーを中心としたコミュニケーシ
ョン構造を備えるようになったチームのパフ
ォーマンスも優秀であった。 
 これらの結果は、本研究が導出した仮説モ
デルの妥当性を支持する方向にあると同時に、
長期にわたって測定した時系列データの、更
なる多様な分析の必要性と可能性を示すもの
となった。このことをふまえ、複雑系計算学
の専門家との共同研究態勢を整え、各チーム
のコミュニケーション行動が変遷する様相を
動画として可視化することを試みている。 
 (2)企業組織を対象にした高パフォーマン
ス・チームを育成するマネジメントに関する
調査研究 企業Ｘで161チーム（1433人）、企
業Ｙで37チーム（190人）に質問紙に回答を求
めるとともに、各チームの客観的なパフォー
マンス指標（販売業績や営業成績のデータ）
を入手して、チーム･プロセスの特性との関連
性を分析して明らかにした。 
 マルチ・レベル構造方程式モデリングを用
いて分析した結果、チーム・コミュニケーシ
ョンの効果性に関するメンバーの評価の優劣
は、目標への恊働に関す認知を経て、チーム・
パフォーマンスの優劣に影響を及ぼすことが
明らかになった。また、一般に、チーム・パ
フォーマンスの優劣が、チーム・コミュニケ
ーションやチームワーク・プロセスの優劣に
影響するプロセスも考えられるため、このプ
ロセスがどれほど強い関係性を持つのかにつ
いても検討したが、有意性は確認されなかっ
た。これらの結果は、組織のおける効果的チ
ーム・マネジメント方略を検討する際、まず
はメンバー間のコミュニケーションを活性化
し、有効なものに高めるための取り組みが第
一段階として鍵を握ることを示唆しており、
実効的マネジメント方略の開発に向けて重要
な視点を提供するものといえる。 
 (3)共有メンタルモデルの構築を促進する要
因に関する実験室実験研究 チーム活動を継
続する中で、メンバー間にメンタルモデルの
共有が成立することを指摘する研究は少なか
らず存在するが、その実証研究はまだ所につ
いたばかりである。本研究では、２者が互い
に異なる役割を遂行しながら、チームとして
成果をあげるPCゲーム課題を用いて、実験室
実験を行って、共有メタンルモデルの構築を
促進する条件の検討を行った。独立変数とし

て、役割交替のある条件と、役割を固定する
条件を設定するとともに交替のある条件にお
いては、交替を課題遂行初期に行う条件と、
中期に行う条件の２水準を設けた。従属変数
には、課題遂行過程の行動観察結果、パス・
ファインダー法による共有メンタルモデルの
測定結果、課題パフォーマンスの結果を設定
して実験を行った。 
 その結果、役割交替の主効果は有意ではな
く、初期に交替した条件に比べて中期に交替
した条件の方が、メンタルモデルの共有度は
高かった。ただ、メンタルモデルの共有度が
パフォーマンスの優劣に及ぼす影響は十分に
見いだせず、実験参加者がもともと保有して
いたゲームへの慣れや能力の変数を統制した
うえでの検討の必要性が示唆された。これら
の結果は、単に役割交替を行っても、メンタ
ルモデルの共有につながるとは限らず、交替
の適切なタイミングが存在することを示して
いる。これらの研究成果については、国内・
国際学会で発表し、海外ジャーナルに投稿し
た論文が掲載された。本研究によって実験パ
ラダイムの精緻化を進めることができたので、
これに基づいて、今後も実験室実験による検
討を進めて行く。 
(4)メンバー間の情報共有システム構築プロ
セスの研究 テレビ放送番組制作チームを対
象にして、分有型記憶システム（transactive 
memory system）の形成プロセスと、その効果
性に関する調査研究を行った。まず、毎日ニ
ュース報道を行うチームを対象にして、チー
ムの一員として参与観察を行いながら、メン
バー間の情報共有システムの構築状況を測定
するとともに、その構築を促進する変数を明
らかにすることに取り組んだ。さらに、情報
番組制作チームを対象にして、同様に参与観
察に基づく調査研究も実施した。その結果、
職務遂行過程で対処あるいは解決すべき問題
が発生することによって、メンバー間の情報
交換が活性化するものの、その情報は各個人
の経験値（暗黙値）として保存されることが
多い実情が明らかになった。また、職務遂行
過程でメタ認知を活用しているメンバーは、
チーム内で潜在的に成立している情報共有シ
ステムの存在を活用していると同時に、職務
繁忙感と職務ストレスは比較的低いレベルに
おさえられていることが明らかになった。こ
の結果は、チームの情報共有システムの構築
は、チーム・パフォーマンスへの影響だけで
なく、メンバー個々の心理状態への影響も小
さくないことを示す新たな知見と言える。 
発表を行い、論文にまとめ学会誌に投稿し、
現在、審査中である。 
(5)規範測定の測定研究 集団の心理学的全
体的特性の代表的なものとして規範があげら
れる。その測定に関しては、リターン・ポテ
ンシャル・モデルの研究が著名である一方、
個人の認知を集計して合成した指標に過ぎな
いという批判も続いている。集団全体の心理
学的特性の可視化を目指す本研究では、チー
ム規範の可視化に関する実証的検討を行った。
大学院生を対象にした所属研究室の規範特性
に関する質問紙調査研究によって、他者の判
断を推定して、それに適応する行動を選択す
る「多元的無知（pluralistic ignorance）」
現象が、集団規範の可視化において一定のバ



イアスをもたらすことが確認した、より精度
の高い規範測定ツールに関する検討課題を明
らかにした。この研究結果については、国内
の学会退会でワークショップを開催しながら、
多くの研究者の知見を結集して、前進させる
取り組みを続けている。 
(6)チーム・レジリエンスの測定ツール開発研
究 チームワークや情報共有システム、規範
とならんで集団全体の心理学的特性として、
本研究は、チーム・レジリエンスに着目した。
失敗や困難に直面して、一時的に心理状態が
悪化したとしても、そこから原状に回復させ
て行く力がレジリエンスであり、これは個人
レベルだけでなくチームや組織などの集団レ
ベルでも発揮されることのある特性である。
日常業務をチームで行い、また職務内容が多
様性・変動性に富み、失敗や困難に直面する
ことも少なくない大規模総合病院の看護師を
対象に調査研究を実施した。 
 その結果、看護師が実際に困難に直面した
ときにとっている行動が、「楽観視」、「ポ
ジティブ場面想起」、「原因熟慮・省察」、
「気晴らし」、「上司・同僚への相談」の５
パターンに類型化されることを明らかにする
とともに、職務上の困難に直面した場合には、
一般に効果的とされる「気晴らし」や「楽観
視」は、レジリエンスの強化にはあまり効果
を持たず、むしろ、自己の職務の特性や今後
の改善策について真剣に検討したり、自己の
職務態度を見つめ直したりする「原因熟慮・
省察」が促進的効果を持つことが示された。
同様に「上司・同僚への相談」も促進的効果
を持つ一方で、選択頻度そのものが低く、職
場内の人間関係やコミュニケーションの質を
高める取り組みの重要性が改めて確認された。 
 この研究結果は、国内・国際学会で発表し、
国際誌に投稿した論文が掲載された。 
全体的な研究成果 主目的のひとつであっ
た集団の全体的心理学的特性の可視化に関
しては、ビジネス顕微鏡システムを活用した
コミュニケーション構造の可視化、チームワ
ーク測定尺度、共有メンタルモデル測定技法
は、実証的検討を進め、今後の研究の進展を
支える基盤構築に貢献する研究成果を得た
といえる。この他にも、情報共有システムと
しての記憶分有システムの測定と可視化、チ
ーム・レジリエンスの測定と可視化について
も挑戦し、一定の成果を得ている。ただし、
学会発表や投稿論文審査においては、概念定
義の曖昧さを指摘されることもあり、さらに
精緻な検討を加えていく。 
もうひとつの主目的であったチームの心

理学的全体的特性の可視化を生かして、効果
的なチーム・マネジメントの方略を開発する
取り組みについては、高業績チームに備わる
組織的条件を明らかにする調査研究の成果
に基づき、具体的なチーム・マネジメント研
修プログラムの開発を行った。この研修プロ
グラムが組織現場でどれほど効果的な影響
をもたらすかについては、今後精査するプロ
セスが残されている。プログラム開発で完了
させてしまうのではなく、現実の企業組織場
面での有効性を確認しながら、プログラムに
修正を加えていくところまでを視野に入れ
たチーム・マネジメント方略の検討につなげ
た点で、本研究の取り組みは、将来の発展に

貢献しうる成果を得たといえるだろう。 
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